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(57)【要約】
【課題】無線通信システムのＵＥ（ユーザー端末）にお
いてＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作（ＨＳ－ＳＣＣＨ　Ｌｅｓ
ｓ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）モードのＨＡＲＱ（ハイブリ
ッド自動リピート要求）動作を改善する方法及び通信装
置を提供する
【解決手段】方法は、現ＴＴＩ（送信時間間隔）に対応
するＨＡＲＱプロシージャのデータを復号する段階と、
データが正常に復号された場合、データを上位層プロト
コルエンティティーに送信し、データに対応するＡＣＫ
（肯定応答）を返信する段階と、現ＴＴＩに対応する第
一ソフトバッファに保存されるデータを、正常に復号さ
れたものとみなす段階とを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムのＵＥ（ユーザー端末）においてＨＡＲＱ（ハイブリッド自動リピー
ト要求）機能を改善する方法であって、前記ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作(ＨＳ－ＳＣ
ＣＨ　Ｌｅｓｓ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ)モードで動作し、前記方法は、
　現ＴＴＩ（送信時間間隔）に対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを復号する段階と
、
　前記データが正常に復号された場合、前記データを上位層プロトコルエンティティーに
送信し、前記データに対応するＡＣＫ（肯定応答）を返信する段階と、
　前記現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファに保存されるデータを、正常に復号された
ものとみなす段階とを含む、ＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項２】
　前記データは前記ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送のデータである、請求項１に記載の
ＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項３】
　前記データは前記現ＴＴＩに対応する前記ＨＡＲＱプロシージャの再送データと、前回
伝送に対応する第二ソフトバッファに保存されるデータを合併して得た合併データである
、請求項１に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項４】
　前記第二ソフトバッファは第一所定式により定められ、第一所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ－６－ＰＴＲ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、
ＳｕｂＦＮはサブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモ
ジュラ演算を示す、請求項３に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項５】
　前記方法は更に、
　前記データの復号が失敗した場合に、前記データを前記第一ソフトバッファに保存し、
前記第一ソフトバッファにある本来のデータを取り替える段階を含む、請求項１から４の
何れか１項に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項６】
　前記第一ソフトバッファは第二所定式により定められ、第二所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、ＳｕｂＦＮは
サブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモジュラ演算を
示す、請求項１から５の何れか１項に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項７】
　前記方法は更に、
　前記ＨＡＲＱプロシージャの次の再送データを受信する段階と、
　前記第一ソフトバッファにデータが存在するかどうかを問わず、前記第一ソフトバッフ
ァに保存されるデータが正常に復号されたものとみなされるかどうかにより、前記ＨＡＲ
Ｑプロシージャを実行する段階とを含む、請求項１から６の何れか１項に記載のＨＡＲＱ
機能の改善方法。
【請求項８】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードでは、前記無線通信システムのネットワークは前記
ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送においてＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共用制御チャネル）で復
号関連の制御シグナリングをＵＥに送信せず、前記ＵＥは所定の制御情報に基づいて前記
初回伝送のデータを復号する、請求項１から７の何れか１項に記載のＨＡＲＱ機能の改善
方法。
【請求項９】
　無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置であって、前記ＵＥ
はＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作し、前記通信装置は、
　プログラムを実行するＣＰＵ（中央処理装置）と、
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　前記ＣＰＵに結合され、前記プログラムを記録する記憶装置とを含み、前記プログラム
は、
　現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを復号する段階と、
　前記データが正常に復号された場合、前記データを上位層プロトコルエンティティーに
送信し、前記データに対応するＡＣＫを返信する段階と、
　前記現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファに保存されるデータを、正常に復号された
ものとみなす段階とを含む、通信装置。
【請求項１０】
　前記データは前記ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送のデータである、請求項９に記載の
通信装置。
【請求項１１】
　前記データは前記現ＴＴＩに対応する前記ＨＡＲＱプロシージャの再送データと、前回
伝送に対応する第二ソフトバッファに保存されるデータを合併して得た合併データである
、請求項９に記載の通信装置。
【請求項１２】
　前記第二ソフトバッファは第一所定式により定められ、第一所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ－６－ＰＴＲ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、
ＳｕｂＦＮはサブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモ
ジュラ演算を示す、請求項１１に記載の通信装置。
【請求項１３】
　前記プログラムは更に、
　前記データの復号が失敗した場合に、前記データを前記第一ソフトバッファに保存し、
前記第一ソフトバッファにある本来のデータを取り替える段階を含む、請求項９から１２
の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項１４】
　前記第一ソフトバッファは第二所定式により定められ、第二所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、ＳｕｂＦＮは
サブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモジュラ演算を
示す、請求項９から１３の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項１５】
　前記プログラムは更に、
　前記ＨＡＲＱプロシージャの次の再送データを受信する段階と、
　前記第一ソフトバッファにデータが存在するかどうかを問わず、前記第一ソフトバッフ
ァに保存されるデータが正常に復号されたものとみなされるかどうかにより、前記ＨＡＲ
Ｑプロシージャを実行する段階とを含む、請求項９から１４の何れか１項に記載の通信装
置。
【請求項１６】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードでは、前記無線通信システムのネットワークは前記
ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送においてＨＳ－ＳＣＣＨで復号関連の制御シグナリング
をＵＥに送信せず、前記ＵＥは所定の制御情報に基づいて前記初回伝送のデータを復号す
る、請求項９から１５の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項１７】
　無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する方法であって、前記ＵＥはＨ
Ｓ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作し、前記方法は、
　現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを、現ＴＴＩに対応する第一ソフト
バッファに保存する段階と、
　前記第一ソフトバッファに保存される前記データを復号する段階と、
　前記データが正常に復号された場合、前記データを上位層プロトコルエンティティーに
送信し、前記データに対応するＡＣＫを返信する段階とを含む、ＨＡＲＱ機能の改善方法
。
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【請求項１８】
　前記データは前記ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送のデータである、請求項１７に記載
のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項１９】
　前記データは前記現ＴＴＩに対応する前記ＨＡＲＱプロシージャの再送データと、前回
伝送に対応する第二ソフトバッファに保存されるデータを合併して得た合併データである
、請求項１７に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項２０】
　前記第二ソフトバッファは第一所定式により定められ、第一所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ－６－ＰＴＲ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、
ＳｕｂＦＮはサブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモ
ジュラ演算を示す、請求項１９に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項２１】
　前記第一ソフトバッファは第二所定式により定められ、第二所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、ＳｕｂＦＮは
サブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモジュラ演算を
示す、請求項１７から２０の何れか１項に記載のＨＡＲＱ機能の改善方法。
【請求項２２】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードでは、前記無線通信システムのネットワークは前記
ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送においてＨＳ－ＳＣＣＨ（高速共用制御チャネル）で復
号関連の制御シグナリングをＵＥに送信せず、前記ＵＥは所定の制御情報に基づいて前記
初回伝送のデータを復号する、請求項１７から２１の何れか１項に記載のＨＡＲＱ機能の
改善方法。
【請求項２３】
　無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置であって、前記ＵＥ
はＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作し、前記通信装置は、
　プログラムを実行するＣＰＵと、
　前記ＣＰＵに結合され、前記プログラムを記録する記憶装置とを含み、前記プログラム
は、
　現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを、現ＴＴＩに対応する第一ソフト
バッファに保存する段階と、
　前記第一ソフトバッファに保存される前記データを復号する段階と、
　前記データが正常に復号された場合、前記データを上位層プロトコルエンティティーに
送信し、前記データに対応するＡＣＫを返信する段階とを含む、通信装置。
【請求項２４】
　前記データは前記ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送のデータである、請求項２３に記載
の通信装置。
【請求項２５】
　前記データは前記現ＴＴＩに対応する前記ＨＡＲＱプロシージャの再送データと、前回
伝送に対応する第二ソフトバッファに保存されるデータを合併して得た合併データである
、請求項２３に記載の通信装置。
【請求項２６】
　前記第二ソフトバッファは第一所定式により定められ、第一所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ－６－ＰＴＲ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、
ＳｕｂＦＮはサブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモ
ジュラ演算を示す、請求項２５に記載の通信装置。
【請求項２７】
　前記第一ソフトバッファは第二所定式により定められ、第二所定式は[５×ＣＦＮ＋Ｓ
ｕｂＦＮ]ｍｏｄ１３であり、そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、ＳｕｂＦＮは
サブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモジュラ演算を
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示す、請求項２３から２６の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項２８】
　前記ＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードでは、前記無線通信システムのネットワークは前記
ＨＡＲＱプロシージャの初回伝送においてＨＳ－ＳＣＣＨで復号関連の制御シグナリング
をＵＥに送信せず、前記ＵＥは所定の制御情報に基づいて前記初回伝送のデータを復号す
る、請求項２３から２７の何れか１項に記載の通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＨＡＲＱ（ハイブリッド自動リピート要求）機能を改善する方法及び通信装置
に関し、特に無線通信システムのＵＥ（ユーザー端末）においてＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作
（ＨＳ－ＳＣＣＨ　ｌｅｓｓ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）モードのＨＡＲＱ動作を改善する方
法及び通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代移動通信技術はＷＣＤＭＡ（広帯域符号分割多元接続）方式で高スペクトル利
用効率、高カバー率、優れた通話品質と高速伝送を実現するとともに、ＱｏＳ（サービス
品質）の確保、柔軟性のある双方向通信の実現、通話中断率の低減に大きく寄与する。第
三世代移動通信システムでは動画鑑賞、電話会議、オンラインゲーム、オンラインミュー
ジック再生、電子メールを楽しむことができる。もっとも、これらの機能は迅速かつ実時
間のデータ送信機能に頼る。帯域幅の利用効率とパケットデータの処理効率を向上させ、
上り・下りの送信速度を改善するため、従来の第三世代移動通信技術にはＨＳＤＰＡ（高
速ダウンリンクパケットアクセス）とＨＳＵＰＡ（高速アップリンクパケットアクセス）
が導入された。
【０００３】
　ＨＳＤＰＡとＨＳＵＰＡを改善するために、３ＧＰＰはＣＰＣ（パケットの継続的連続
性）機能を導入している。ＣＰＣはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ（セル専用チャネル）状態というＲ
ＲＣ（無線リソース制御）状態で動作するユーザー端末（ＵＥ）に適用され、セルのサー
ビス対象端末の数量を増やし、アップリンクチャネルの雑音を抑制し、ＵＥの音声パケッ
トサービスの受信性能を向上させるために用いられる。
【０００４】
　ＣＰＣ機能の起動後、ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作する。ＨＳ－ＳＣＣ
Ｈ低減動作モードでは、ネットワークは初回伝送の実行時に、ＨＳ－ＳＣＣＨで関連シグ
ナリングをＵＥに送信しない。したがって、ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードに入っ
たときのチャネル化コードセット情報、変調スキーム情報、トランスポートブロックサイ
ズ情報、及びＵＥ識別子（ＵＥ　ＩＤ）などの制御情報に基づいて、ブラインドデコーデ
ィング方式でＨＳ－ＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク共用チャネル）のデータを受信す
る。それによって、ＨＳ－ＳＣＣＨでの制御シグナリングの伝送は削減される。注意すべ
きは、ＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードにＨＡＲＱプロシージャを適用すれば、同じデータ
の送信回数は最大３回となる。言い換えれば、同じデータの再送回数は最大２回である。
ＨＳ－ＰＤＳＣＨの受信状態をＵＥに知らせるために、再送時はＨＳ－ＳＣＣＨで関連の
制御シグナリングをＵＥに送信しなけばならない。
【０００５】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードへのＨＡＲＱプロシージャの適用は、詳しくは関連の通
信プロトコル規格を参照すればよい。復号が成功すれば、ＵＥは復号により得られたＭＡ
Ｃ－ｈｓ　ＰＤＵ（媒体アクセス制御高速プロトコルデータユニット）を上位層通信プロ
トコルに送信するとともに、ＡＣＫ（肯定応答）をネットワークに返送し、送信プロシー
ジャを終了させる。復号が失敗すれば、ＵＥは初回伝送のデータを現ＴＴＩ（送信時間間
隔）に対応するソフトバッファに保存し、ソフトバッファにある本来のデータを取り替え
、ＡＣＫを返送せずにネットワークから第２回の伝送（すなわち初回の再送）を待つ。
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【０００６】
　再送のとき、ＨＳ－ＳＣＣＨの制御シグナリングは第２回または第３回伝送（ｓｅｃｏ
ｎｄ　ｏｒ　ｔｈｉｒｄ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）の情報と、前回伝送ポインター（
ｐｏｉｎｔｅｒ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）とを含
む。前回伝送ポインターは、前回伝送に用いられるＴＴＩをＵＥに知らせ、前回伝送のソ
フトバッファに保存されるデータを取得するために用いられる。再送データ（例えば第１
回再送）を受信すると、ＵＥは前回伝送ポインターに基づいて、前回伝送のソフトバッフ
ァに保存されるデータが正常に復号されたかどうかを判断する。復号が成功しなかった場
合、受信した再送データを前回伝送のソフトバッファに保存されるデータと合併し、ＨＳ
－ＳＣＣＨで伝送される制御シグナリングに従って、この合併したデータの復号プロシー
ジャを実行する。合併データの復号が成功すれば、ＵＥは復号により得られたＭＡＣ－ｈ
ｓ　ＰＤＵを上位層通信プロトコルに送信するとともに、ＡＣＫをネットワークに返信し
、伝送プロシージャを終了させる。合併データの復号が失敗すれば、合併データを現ＴＴ
Ｉに対応するソフトバッファに保存し、ＮＡＣＫ（否定応答）をネットワークに返信し、
ネットワークから第３回の伝送を待つ。第３回の伝送は第２回と同様なので、ここで説明
を省略する。
【０００７】
　現行の仕様によれば、前回伝送のソフトバッファと現ＴＴＩに対応するソフトバッファ
はそれぞれ、[５×ＣＦＮ＋ＳｕｂＦＮ－６－ＰＴＲ]ｍｏｄ１３と、[５×ＣＦＮ＋Ｓｕ
ｂＦＮ]ｍｏｄ１３という方程式により定められる。そのうちＣＦＮは接続フレーム番号
を示し、ＳｕｂＦＮはサブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍ
ｏｄはモジュラ演算を示す。したがって、ＵＥは各回伝送に用いられるＴＴＩに基づいて
、対応するソフトバッファの位置を探し、伝送データまたは合併データを取得する。
【０００８】
　以上のように、ＵＥから送信された初回伝送のＡＣＫを受信しなかった場合、ネットワ
ークは第２回の伝送を実行する。ＵＥから送信された第２回伝送のＮＡＣＫを受信した場
合、ネットワークは第３回の伝送を実行する。しかし、ＵＥとネットワークの間の通信品
質が悪ければ、正常復号によりＵＥが初回または第２回の伝送においてＡＣＫを正常に返
信したにもかかわらず、ネットワークは周辺の通信品質の低下によりＡＣＫを正常に受信
できないか、または復号のエラーによりＮＡＣＫを受信したと誤判し、再送を行うことが
ありうる。
【０００９】
　前述によれば、ＵＥは再送データを受信する前に、前回伝送のソフトバッファに保存さ
れるデータが正常に復号されたかどうかを予め判断しなければならない。しかし、従来の
技術では復号に失敗したデータをソフトバッファに保存するのみで、正常に復号されたデ
ータを保存するかどうかについては規定していない。したがって、ＵＥがＡＣＫを返信し
た場合（これは、前回伝送のデータまたは合併データが正常に復号されて上位層通信プロ
トコルに送信されたことを示す）、前回伝送のソフトバッファ（[５×ＣＦＮ＋ＳｕｂＦ
Ｎ－６－ＰＴＲ]ｍｏｄ１３）の中には前回伝送のデータまたは合併データが存在しない
場合がある。したがって、従来の技術によるＵＥは前回伝送の復号状態を判断できず、再
送データの受信を逃しかねない。
【００１０】
　簡単に言えば、ＵＥがＡＣＫを返信したにもかかわらず、ネットワークでＡＣＫを受信
しなかったか、またはＮＡＣＫを受信したと誤判して再送を行う場合、ＵＥでは前回伝送
の復号状態を判断できないので、再送データを受信し損ねるか、予期せぬプログラムコー
ドエラーが発生する場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の主な目的は、無線通信システムのＵＥにおいてＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モード
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のＨＡＲＱ動作を改善する方法及び通信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明では、無線通信システムのＵＥ（ユーザー端末）においてＨＡＲＱ（ハイブリッ
ド自動リピート要求）機能を改善する方法を開示する。ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作(
ＨＳ－ＳＣＣＨ　Ｌｅｓｓ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ)モードで動作する。方法は、現ＴＴＩ
（送信時間間隔）に対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを復号する段階と、データが
正常に復号された場合、データを上位層プロトコルエンティティーに送信し、データに対
応するＡＣＫ（肯定応答）を返信する段階と、現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファに
保存されるデータを、正常に復号されたものとみなす段階とを含む。
【００１３】
　本発明では更に、無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置を
開示する。ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作する。通信装置は、プログラムを
実行するＣＰＵ（中央処理装置）と、ＣＰＵに結合され、プログラムを記録する記憶装置
とを含む。プログラムは、現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを復号する
段階と、データが正常に復号された場合、データを上位層プロトコルエンティティーに送
信し、データに対応するＡＣＫを返信する段階と、現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッフ
ァに保存されるデータを、正常に復号されたものとみなす段階とを含む。
【００１４】
　本発明では更に、無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する方法を開示
する。ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作する。方法は、現ＴＴＩに対応するＨ
ＡＲＱプロシージャのデータを、現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファに保存する段階
と、第一ソフトバッファに保存されるデータを復号する段階と、データが正常に復号され
た場合、データを上位層プロトコルエンティティーに送信し、データに対応するＡＣＫを
返信する段階とを含む。
【００１５】
　本発明では更に、無線通信システムのＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善する通信装置を
開示する。ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作する。通信装置は、プログラムを
実行するＣＰＵと、ＣＰＵに結合され、プログラムを記録する記憶装置とを含む。プログ
ラムは、現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを、現ＴＴＩに対応する第一
ソフトバッファに保存する段階と、第一ソフトバッファに保存されるデータを復号する段
階と、データが正常に復号された場合、データを上位層プロトコルエンティティーに送信
し、データに対応するＡＣＫを返信する段階とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】無線通信システムを表す説明図である。
【図２】無線通信システムの無線通信装置のブロック図である。
【図３】図２に示すプログラムコードを表す説明図である。
【図４】本発明の一実施例による方法のフローチャートである。
【図５】本発明の他実施例による方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　かかる方法及び装置の特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、図を参照にして
以下に説明する。
【００１８】
　図１を参照する。図１は無線通信システム１０を表す説明図である。無線通信システム
１０は望ましくはＨＳＰＡ（高速パッケージアクセス）システムであり、概してネットワ
ークと複数のＵＥ（ユーザー端末）を含む。図１に示すネットワークとＵＥは無線通信シ
ステム１０の構造を説明するために用いるに過ぎない。実際、ネットワークは要求に応じ
て複数の基地局、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラー）を含みうる。ＵＥは携帯電
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話、コンピュータシステムなどの装置である。
【００１９】
　図２を参照する。図２は無線通信システムの無線通信装置１００のブロック図である。
無線通信装置１００は図１に示すＵＥを実施する。説明を簡素化するために、図２では無
線通信装置１００の入力装置１０２、出力装置１０４、制御回路１０６、ＣＰＵ（中央処
理装置）１０８、記憶装置１１０、プログラムコード１１２及びトランシーバー１１４の
み示している。無線通信装置１００では、制御回路１０６はＣＰＵ１０８で記憶装置１１
０に記録されたプログラムコード１１２を実行し、無線通信装置１００の動作を制御する
。無線通信装置１００は入力装置１０２（例えばキーボード）でユーザーが入力した信号
を受信し、出力装置１０４（スクリーン、スピーカーなど）で映像、音声などの信号を出
力する。無線信号を受発信するトランシーバー１１４は受信した信号を制御回路１０６に
送信し、または制御回路１０６による信号を無線で出力する。言い換えれば、通信プロト
コルに当てはめれば、トランシーバー１１４は第一層の一部とみなされ、制御回路１０６
は第二層と第三層の機能を実施する。
【００２０】
　図３を参照する。図３は図２に示すプログラムコード１１２を表す説明図である。プロ
グラムコード１１２はアプリケーション層２００と、第三層インターフェイス２０２と、
第二層インターフェイス２０６とを含み、第一層インターフェイス２１８に接続されてい
る。第三層インターフェイス２０２はＲＲＣ（無線リソース制御）を実施する。第二層イ
ンターフェイス２０６はＲＬＣ（無線リンク制御）層インターフェイスとＭＡＣ（媒体ア
クセス制御）層インターフェイスを含み、無線リンクを制御する。第一層インターフェイ
ス２１８は物理接続を実施する。
【００２１】
　ＵＥがＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作するとき、無線通信システム１０のネット
ワークはＨＡＲＱプロシージャの初回伝送の実行時にＨＳ－ＳＣＣＨを通して復号関連の
制御シグナリングをＵＥに送信しないので、ＵＥは所定の制御情報で初回伝送のデータを
復号する。それに鑑みて、本発明の実施例では、ＵＥがＡＣＫを返信したにもかかわらず
、ネットワークでＡＣＫを受信しなかったか、ＮＡＣＫを受信したと誤判して再送を行う
場合に、ＵＥが前回伝送の復号状態を判断できないのを改善するために、第二層インター
フェイス２０６にＨＡＲＱプロシージャ改善プログラムコード２２０を設ける。
【００２２】
　図４を参照する。図４は本発明の一実施例による方法４０のフローチャートである。下
記方法４０は無線通信システム１０のＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善するのに用いられ
る。ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作する。下記方法４０はＨＡＲＱプロシー
ジャ改善プログラムコード２２０としてコンパイルすることができる。
【００２３】
　ステップ４００：開始。
　ステップ４０２：現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを復号する。
　ステップ４０４：前記データが正常に復号された場合、データを上位層プロトコルエン
ティティーに送信し、データに対応するＡＣＫを返信する。
　ステップ４０６：現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファに保存されるデータを、正常
に復号されたものとみなす。
　ステップ４０８：終了。
【００２４】
　以上のように、ＵＥはまず現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを復号す
る。データが正常に復号された場合、データを上位層プロトコルエンティティーに送信す
るとともに、データに対応するＡＣＫを返信する。なお、ＵＥは現ＴＴＩに対応する第一
ソフトバッファに保存されるデータを、正常に復号されたものとみなす。
【００２５】
　一方、データの復号が失敗した場合、データを現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファ
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に保存し、第一ソフトバッファにある本来のデータを取り替える。注意すべきは、前記現
ＴＴＩに対応するデータは、ＨＡＲＱプロシージャに対応する初回伝送のデータか、また
は現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャの再送データと、前回伝送に対応する第二ソ
フトバッファに保存されるデータを合併して得たデータである。現行の仕様によれば、前
回伝送の第二ソフトバッファと現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファはそれぞれ、[５
×ＣＦＮ＋ＳｕｂＦＮ－６－ＰＴＲ]ｍｏｄ１３と、[５×ＣＦＮ＋ＳｕｂＦＮ]ｍｏｄ１
３という方程式により定められる。そのうちＣＦＮは接続フレーム番号を示し、ＳｕｂＦ
Ｎはサブフレーム番号を示し、ＰＴＲは前回伝送ポインターを示し、ｍｏｄはモジュラ演
算を示す。
【００２６】
　したがって、ＨＡＲＱプロシージャの次の再送データを受信し、第一ソフトバッファに
保存されるデータが正常に復号されたかどうかを判断するとき、ＵＥは第一ソフトバッフ
ァにデータが存在しているかどうかを問わず、第一ソフトバッファに保存されるデータが
正常に復号されたものとみなされるかどうかにより、ＨＡＲＱプロシージャを実行する。
【００２７】
　例えば、第一ソフトバッファに保存されるデータが正常に復号されたものとみなされれ
ば、ＵＥはＨＡＲＱプロシージャの次の再送データを上位層プロトコルエンティティーに
送信してスケジューリングに入れるとともに、ＡＣＫをネットワークに返信する。第一ソ
フトバッファには正常に復号されていないデータが必ず存在しているので、ＵＥはＨＡＲ
Ｑプロシージャの次の再送データを、第一ソフトバッファに保存されるデータと合併し、
ＨＳ－ＳＣＣＨから送信された制御シグナリングに従って、この合併したデータの復号プ
ロシージャを実行する。
【００２８】
　そうすれば、ＵＥがＡＣＫを返信したにもかかわらず、ネットワークでＡＣＫを受信し
なかったか、またはＮＡＣＫを受信したと誤判して再送を行う場合では、前回伝送のソフ
トバッファにデータが存在しなくても（例えば正常復号によりＵＥが前回伝送のデータを
ソフトバッファに保存しない場合）、本発明の実施例では、ＵＥで前回伝送の復号状態を
判断できず、再送データを受信し損ねるか、予期せぬプログラムエラーが発生するのを防
ぐことができる。
【００２９】
　図５を参照する。図５は本発明の他実施例による方法５０のフローチャートである。下
記方法５０は無線通信システム１０のＵＥにおいてＨＡＲＱ機能を改善するのに用いられ
る。ＵＥはＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードで動作する。下記方法５０はＨＡＲＱプロシー
ジャ改善プログラムコード２２０としてコンパイルすることができる。
【００３０】
　ステップ５００：開始。
　ステップ５０２：現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを、現ＴＴＩに対
応する第一ソフトバッファに保存する。
　ステップ５０４：第一ソフトバッファに保存されるデータを復号する。
　ステップ５０６：前記データが正常に復号された場合、データを上位層プロトコルエン
ティティーに送信し、データに対応するＡＣＫを返信する。
　ステップ５０８：終了。
【００３１】
　以上のように、現ＴＴＩに対応するＨＡＲＱプロシージャのデータを受信すると、ＵＥ
はまずデータを現ＴＴＩに対応する第一ソフトバッファに保存してから、第一ソフトバッ
ファに保存されるデータを復号する。データが正常に復号されれば、データを上位層プロ
トコルエンティティーに送信するとともに、データに対応するＡＣＫを返信する。
【００３２】
　同じく、現ＴＴＩに対応するデータはＨＡＲＱプロシージャの初回伝送のデータか、ま
たは現ＴＴＩに対応する再送データと、前回伝送に対応する第二ソフトバッファに保存さ
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【００３３】
　言い換えれば、本発明の実施例では、ＵＥは復号プロシージャを実行する前に、正常に
復号できるかどうかを問わず、現ＴＴＩに対応する初回伝送のデータまたは合併データを
ソフトバッファに保存する。したがって、ＵＥでＨＡＲＱプロシージャの次の再送データ
を受信し、前回伝送に対応するソフトバッファに保存されるデータが正常に復号されたか
どうかを判断するとき、前回伝送に対応するソフトバッファにはデータが必ず存在してい
るので、本発明の実施例では前回伝送のソフトバッファに保存されるデータに基づいて判
断し、前回伝送の復号状態が判断できない状況は発生しない。そのため、ＵＥではＨＡＲ
Ｑプロシージャを正常に実行できる。
【００３４】
　まとめて言えば、本発明の実施例では、ＵＥで前回伝送の復号状態を判断できず、再送
データを受信し損ねるのを防ぐために、ＨＳ－ＳＣＣＨ低減動作モードでＨＡＲＱプロシ
ージャを改善する方法を提供する。
【００３５】
　以上は本発明に好ましい実施例であって、本発明の実施の範囲を限定するものではない
。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、本発明の精神の下においてな
され、本発明に対して均等の効果を有するものは、いずれも本発明の特許請求の範囲に属
するものとする。
【符号の説明】
【００３６】
１０　無線通信システム
１００　無線通信装置
１０２　入力装置
１０４　出力装置
１０６　制御回路
１０８　ＣＰＵ
１１０　記憶装置
１１２　プログラムコード
１１４　トランシーバー
２００　アプリケーション層
２０２　第三層インターフェイス
２０６　第二層インターフェイス
２１８　第一層インターフェイス
２２０　ＨＡＲＱプロシージャ改善プログラムコード
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